
時
事
間
遮

米
便
ご
消
遣
制
限
ピ
の
關
係

.

粥夘
八
巻

〔佑
理
工
號

九

一
一)

一二
八
⊥ハ

`

時

事

闘

頸

米
慣
ε
酒
造
制
限

亡
の
關
係

戸

田
.

海

市

「

.

[

'

…

米
の
供
給
の
不
足
せ
る
嚼
め
米
償

の
騰
貴

し
な
際
に
、
法
律
を
以
て
酒
造
を
禁
止
又
は
制
限
す
る
ご
き
は
、
酒

の
原
料
と
な
る
へ
き
米
か
殆
ん
ご
全
部
飯
米

こ
な
る
。
此
場
合
に
米
の
供
給

の
全
禮

に
は
駐
減
は
な
い
が
、
酒
造

米
か
減
少
し
て
飯
米

の
供
給
か
増
加
す
る
。
此

の
如
く
同
し
数
量

の
米
で
も
其
用
途
を
墾
更
す
る
こ
ご
か
、
金
蝿

　
の
米
償
に
攣
動
を
生
し
即
ち
米
債
の
下
落
を
來
捜
す
の
結
果
ご
な
る
こ
ご
は
何
人
も
疑
は
ぬ
や
う
て
あ

る
が
、
何

一
散

莱

の
用
途
の
如
上
憂

更
か
其
償
の
下
落
集

季

や
簡

へ
は
、
世
人
鑑

例
漠
然
活

造
を
制
限
し
た

一
文
け
米

の
需
用
か
減
少
す
る
僑
め
て
あ
る
ご
か
、
叉
は
此
制
限
丈
け
の
飯
米
の
供
給
か
増
加
す
る
か
矯
め
て
あ
る

こ
か
答

へ
る
、
此
答
は
大
磯
に
於
て
誤

か
な
い
ご
し
て
も
、
吾
人
は
今
少
し
く
詳
細
に
之
を
研
究
し
て
米
償
璽
動

の
起

る
径
路
ご
其
受
動
の
程
度
ε
を
考

へ
.ね
は
な
ら
ぬ
。
.

、

一
國

に
有
力
な
る
節
酒
叉
は
禁
酒
の
運
動
が
起

っ
て
、

一
般
消
費
者

の
酒
に
勤
す
る
需
用
か
減
し
汽
矯
め
に
、

酒
造
業
者
か
損
益

の
打
算
よ
り
白
猿
的

に
酒
造
を
制
限
し
な
場
合
に
は
、
其
制
限
藷

ほ
回
し
程
度
に
於
て

一
般

.

消
費
者

の
購
買
力
か
酒
の
消
費
に
向

ふ
ご
ε
も
減
し
、
從
っ
て
酒

の
供
給
の
減
し
た

る
に
係
は
ら
す
、
其
償
に
別



陵

の
騰
貴
を
示
さ
な
い
。
若
し
此
の
如
き
酒
造
制
限
か
米
の
缺
乏
の
爲
粟

償
の
騰
貴
せ
る
際
に
行
は
れ
た
弩

憾

、
酒
の
塑

よ
り
髪

せ
ら
れ
薩

買
力
の

蔀

分
か
韓
し
て
飯
米
の
需
用
に
向
ふ
旨

要

る
は
疑
を
容
れ

…
な
い
。
而
し
て
酒
は
相
當

の
生
産
費
を
捜

し
て
米
に
加
工
し
た
る
上
に
重
税
を
課
せ
ら
れ
て
居

る
も

の
て
あ
る
か

難

縫
韓
懇
雛

繊
麩
擁
薦讐

藩

難

戦
鍋

用
に
韓
す
る
も
の
享

れ
は
、
其
讐

力
の
大
さ
は
以
前
の
二
百
砦

以
去

飯
米
鋳

す
る
需
用
高

ぞ

あ

る
か
ら
、
米
償
縫

貴
す
る
。
若
し
又
庇
の
如
毒

水
の
需
用
に
輔
向
す
る
購
努

の
大
さ
か
其
二
分
2

以
内

に
止
ま
り
、
以
前
・
酒
造
薯

告

砦

の
原
菓

毒

・
墾

養

し
所

嬉

筒

誓

な
る
薯

は
・
米

鰐

別
段
の
受
動
を
沓

な
い
。
叉

疲

の
購
努

の
轄
向
か
其
れ
以
下
蒙

る
暮

は
米
鰹

下
華

る
・
果

し
て
然
ら
ば
、
此
讐

力
韓
向
の
大
さ
か
如
何
な
る
も
の
量

る
・
ご
歪

當
手

・
や
芸

ふ
に
・
健

酒
造
.

.

全
禁
の
場
食

付
・
論
ず
・
麗

曽

・
明
か
・
・
か
聖

。
轟

向
籔

食

小
な
る
も
の
て
あ
っ
て
・
盗
.

…
騰
貴

の
結
果

を
生
せ

さ
る
は
勿

論
、
通

例

の
場
合

に

は
相

當

に
米

償
を
下
落

せ
し
む

る
こ
ご
ε
な

る
て
あ
ら

う
。

　
右
は
国
民

の
酒
に
掌

・
需
用

の
減
し
藷

・
、
自
然

に
酒
造
制
限

の
行
は
れ
た
場
合

て
あ
る
が
・
五
。人

零

…
研
究
せ
ん
享

る
場
倉

、
國
民

の
酒

に
封
ず
る
需
用

の
状
態
に
特

等
の
愛
化
な
一
・
葎

か
飯
米

農

乏
を

皿

整

爲
。
に
蓬

・
制
限
・
強
制
・
霧

合
・
あ
・
。
此
場
盒

・
酒

・
供
碧

減
少
捧

ふ
て
其
磐

饗

・

る
こ
ε
か
明
か
て
あ

っ
て
、

[
般
経
済
界

の
景
氣
に
特
別
の
盛
衰
か
な
い
な
ら
は
其
勝
負

の
程
度
も
相
當
に
大
ピ

…
な
・
。
例

へ
は
酒

の
供
磐

五
割
を
減
し
た
早

れ
は
、
国
民
か
酒

の
讐

窶

す
金
額
も
五
割
を
減
少
せ
す
し

…

撃

還

米
便
・、酒
編

轡

の
關
係

「

第
八
巻

(第
三
號

九
三
)

三
八
七
.

「



.

時
蕎

題

議

`
酒
造
制
限
・、
の
關
係
.

笑

巻

(第
三
號

九
四
)

三
八
八

.

三

三
割
の
減
少
を
示
す
に
止
ま
り
、
文
芸

酒
よ
り
蟹

せ
ら
れ
竺

三
割
の
購
買
力
も
決
し
て
全
部
粟

の

常
用
糧

向
す
る
こ
巌

な
い
。
故
に
法
律
に
由
・
酒
造
制
限
の
場
倉

は
常
に
喬

か
相
當
に
下
肇

る
も
の

せ

結
論

し
て
誤

ら
ぬ
。

、

法
律
に
由
り
上
述
の
如
、-
酒
造
を
制
限
す
・
代
昆

之
塞

禁
・
薦

合
に
は
・
米
償
の
上
に
如
何
な
る
影
響

隆

。
。
や
ご
云
。
に
、此
場
違

・
酒
造
薯

か
原
饗

し
て
米
・
雷

・
・
こ
ほ

義

・
・
が
・首

玉

箆

於
て

疲

聾

者
か
酒
の
翼

よ
り
解
放
せ
ら
発

讐

力
の
全
部
、
帥
ち
酒
造
業
者
か
原
饗

し
て
の
米

嬉

し
て
嗇

し
金

額
三

蹟

去

購
買
力
の
全
部
叢

氷
の
欝

・
韓
向
す
　

の
芋

れ
は
蕪

菜

債
縫

掌

・
。
併
し
乍
ら
藻

に
於
て
砦

如
茎

部
の
轄
向
か
争

ゑ

・
は
決
し
て
医

・
飲
酒
竺

般

山下
髭

の
呈

の
娯
響

響

ら
る
る
巖

・ヨ

、
上
憲

階
級
の
家
庭
宴
會
鴛

於
て
酒
の
響

に
参

す
る

金
額
は
、
低
廉
の
下
着

を
飲
用
す
る
下
罠

譲

酒
の
金
額
よ
り
も
寧
ろ
大
て
あ
ら
う
・
此
灘

酒
の
費
れ
方

巨

船
萎

貿

多
少
に
由
て
大
な
・
影
響
灘

深
む
る
旨

覧

て
も
察
せ
ら
れ
・
・
然
る
に
上
露

階
級
は
概

天
既
に
充
分
の
飯
米
を
聾

し
つ
つ
あ
・
か
ら
、
飲
酒
か
不
襲

な
れ
は
其
讐

力
を
飯
米
以
外
に
輔
用
す
る
・

案

量

に
付
て
見
・
・
、
假
・
・
馨

・
以
齪

酒
量

・
茎

誓

全
・
・
飯
米
・
欝

侮

向
す
　

の

…
と
し
て
も
、
共
金
額
は
以
前
に
酒
造
業
者
か
原
料
米
に
謝
し
て
支
出
し
な
金
額
以
上
に
達
す

る
を
得
な
い
で
あ
ら

弓

。
整

蓬

か
簸

に
米
償
の
讐

を
生
す
・
こ
ε
は
な
い
。
加
之
藻

に
下
髭

も
飲
酒
よ
り
解
馨

ら
れ

畏

讐

力
の
全
部
叢

氷
の
需
用
に
向
け
る
旨

は
?

、
蕃

少
な
か
ら
さ
る
部
分
は
有
益
有
害
な
る
蓼

の

…
享
樂
に
韓
用

せ
ら
れ
る
。
故
に
酒
造
全
禁

の
場
合
に
も
相
當
に
米
償
の
下
落
を
生
す
る
も

の
ご
見
ね
は
な
ら
ぬ
。



.

酒
造
制
限
は
以
上

の
如
く
何
れ

の
場
合
に
も
相
當
に
米
償

の
下
落
を
生
す
る
が
、
飯
米
の
缺
乏
せ
る
墜

は
酒

の
消
費
よ
り
解
放
せ
ら
れ
た
讐

力

の

一
部
分
か
飯
米
の
需
用
に
韓
向
す
る
限
り
は
、
英
米
贋
下
毯

程
度
は
酒

…
造
制
限
ε
同
量

の
米

の
牧
穫

の
増
加
し
な
場
合
、
叉
は
人

口
減
少
其
他

の
原
因
よ
り
同
量

の
米
の
需
用

の
.減
少
し

…
穴
場
合
ほ
ご
に
大
な
る
も

の
と
な
ら
ぬ
こ
ご
を
認
め
ね
は
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
英
米
贋
下
落

の
程
度
は
少
な
い
&

.

し
て
も
、
下
層
民
の
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
れ
ば
、
以
前

一
家

の
主
人
か
其
牧
入
の
不
相
當
に
人
な
る
割
合
を

酒

の
爲
め
に
費

し
て
妻
子

の
生
活
を
歴
近
し
、特
に
其
食
料
消
費

の
減
少
を
.馨

な
一
せ
し
め
た
る
に
反
し
酒

造

か
禁
止
制
限
せ
ら
れ
薦

食

は
各
家
庭

の
内
部
に
於
け
る
生
活
資
料

雰

擬

態
に
九
な
褒

善
を
來
た
し
・

・飲
酒
よ
り
解
放
苦

れ
燕

賀
力

の
少

な
か
ら
さ
る
部
分
か
妻
子

の
生
活
の
改
善
に
費
さ
れ
る
こ
暴

明
か
て
あ

る
。
飲
酒
の
禁
制
は
飲
酒
者
自
身

の
生
活
の
改
造
に
重
大
の
意
義
あ
る
の
み
な
ら
す
。
婦
人

の
地
位
を
向
上
し
叉

…

卑

募

養
育
を
改
善
す
詮

付
て
大
な
姦

果
か
あ
る

一
二

飯
米

の
缺
乏
せ
る
爲
め

「
般
の
購
買
力
.か
飯
米
の
需
用
に
向
ふ
勢
の
強
き
場
合
に
於
て
も
、
酒
造

の
禁
止
制
限

.

か
行
は
れ
π
な
ら
は
米
贋
か
下
落
す
る
も

の
覚

る
を
正
賞
手

・
は
上
述

の
如
毛

あ
・
が
、
更
に
酒
造
原
料

㎝

芭

て

の
米

の
需
用
の
糠

か
飯
米
用

の
場
食

里
ハ
る
こ
蕃

考

へ
・
な
ら
は
、
吾
人
は
酒
造
禁
制
の
米
償
を
下

…

・落
せ
し
む
る
敷
果
か

一
層
大
て
あ

る
こ
ご
を
信
せ
さ
る
を
得
な
い
。
先

つ
酒
造
業

の
米
を
需
用
ず
る
時
期
は
恰
も

岐

穫
後
の
新
欝

盛
り
癖

期
三

挙

る
。
此
時
期
に
於
て
米
の
供
給
か
特
に
興

す
る
に
誓

・
沿
も
大
量
一

一
の
酒
造
米
需
用
か
起

る
薦
め
に
需
供
の
均
衡
加
保
π
れ
て
、
米
.債
の
産
し
く
下
落
す
る
こ
ε
を
防
く
の
て
あ
る
。

一
時
事
問
題

米
慣
ピ
酒
造
制
限

ピ
の
幽
係

第
八
巻

(第
三
號

九
五
》

三
八
九



.

時
事
問
題

米
側
、、酒
造
制
限
あ

關
係

第
八
巻

(第
三
號

九
六
)

三
九
〇

「故

に
酒
造

の
禁
制

は
此
需
供

の
均
衡
を
破

っ
て
大

に
米
贋

を
下
落

せ
し

む

る
致

果
か

あ
る
。

國
民

か
飯
米

ご
し
て

米

を
需
用

す

る
こ
ε
は

}
年

を
通
し

て
略

ほ
卒

均
す

る
に
反

し
、
市
場

に
供
給

せ
ら

る

へ
き
米

の

一
大
部

分

は
牧

.

覆

久
し
か
ら
す
し
三

漣

霧

境

は
れ
・
。
是
れ
我
國
暴

秀

約
四
分
の
三
を
所
掌

る
自
隻

及
小

佐

農
か
共
財
力

の
乏
し
き
よ
り
久
し
く
米
を
貯
蔵
し
得
さ
る
爲
め
て
あ
る
が
、
更
に

一
般

の
支
碗
を
歳
末

に
集
中

す
る
取
引
慣
習

の
特
に
大
な
る
」
般
農
民
は
、
新
嘗

の
正
月
を
迎

へ
る
爲
め
十
二
月
乃
至

「
月
中
句
頃
ま
て
に
其

　所
有
米

の
頗
ふ
る
大
な
る
割
合
を
費
放
た
さ
る
を
得
な
い
。
故
に
若
し
米
か
軍
に
飯
米
ご
し
て
需
用
せ
ち
る
る
も

の
・ε
す
れ
は
、
此
時
期
に
於
け
る
需
用
に
比
し
て
供
給
か
非
常
に
過
多
と
な
り
、
農
民
は
取
引
上
甚
た
不
利
の
地

.

位

に
陥
ら
ね
は
な
ら
ぬ
の
て
あ

る
が
、
恰
も
此
時
期

に
於
て
酒
造
業
か

蒔

に
大
量
の
酒
造
米
を
需
用
す
る
か
爲

め
に
農
民
は
不
利
の
地
位
よ
り
救

ひ
出
さ
る
る
こ
ε
ご
な
る
の
て
あ
る
。

.

我
国

の
米
産
額
を
嵌
り
に
五
千
五
百
萬
石
こ
す
れ
鳳
、
其

の
市
場
に
取
引
せ
ら
れ
て
米
償

の
構
成
に
與

か
る
も

め
は
約
三
千
萬
石
の
程
度
に
止
ま
り
、
其
他

は
農
民

の
自
家
用
と
な
る
の
て
あ

る
が
、
此
市
場
供
給
高
の
中
て
飯

米

の
爲
め
に
需
用
せ
ら
る
る
も

の
は
、
輩

食
慾
減
退

の
候
に
於
け
る
舞

を
除
け
ば
毎
月
略
ほ
李
均
し
て
居

る

.

か
ら
、
此
市
場
供
給
高
の
八
割
か
飯
米

こ
な
る
も

の
手

れ
は
、
毎
月

の
農
民
外

の
飯
米
需
用
高
は
二
百
萬
石
を

…
多

く
超

へ
な
い
。
固
よ
り
國
民
は
北
郷
に
飯
米
&
し
て
鮮
皇
米
外
光
を
も
常

に
需
用
す
る
の
て
あ
る
が
、
内
地
米
に

.

封

ず
る
市
場

の
飯
米
需
用
高
は
上
述

の
程
度
て
あ

る
。
然

る
に
此
市
場
供
給
高
三
千
萬
石
㊧
中

で
震
域
か
新
穀
期

….

に
費
放

つ
こ
ε
を
要
す
る
も
の
を
少
磐

見
積

っ
て
四
分
の

一
事

る
も
、
其
供
給
高
は
此
期
間

の
飯
米
需
用
高一

.

に

比
し
て
二
倍
に
近
き
過
大
の
も

の
こ
な
る
。
然
る
に
酒
造
業
か
自
由
に
行
は
れ
る
と
き
は
、
三
百
萬
石
乃
至
四

「



百
萬
石

の
酒
造
米
を
遅
く
も

一
月
中
に
は
全
部
買
込
む
こ
ご
を
要
す
る
故
.

一
方

に
農
民
か
此
聴
期
に
大
に
費
急

…
く
も
米
慣
は
甚
し
一
下
落
し
な
い
、
最
も
此
時
期
に
は
正
月

の
餅
搗
き

の
爲
め
に
儒
米

の
需
用
も
特
別
に
多
く
起…

一
る
か
、
併
し
餅
は

一
年
を
通
し
て
相
當
に
消
費
せ
ら
る
る
も
の
て
あ

っ
て
、
酒
造

の
如
仁
此
時
期
に
集
中
し
て
行

…
は
れ
備
も
の
て
な
い
上
忙
、
餅

の
多
く
消
費
せ
ら
る
る
問
は
所
謂
米
穀
市
場
は
餅
売
れ
と
な
っ
て
飯
米

㊨
需
用
も

一
相
當
に
減
す
る
、
故
に
此
期
に
於
け
る
餅
搗
用

の
特
別
需
用
は
市
場
の
供
給
過
多
を
救
ふ
の
奴
果
少
な
く
、
此
敬

果

の
人
な
る
も
の
は
酒
造

の
薦
め
大
需
用
て
あ
る
。
故
に
酒
造
を
禁
制
す
れ
は
米
償

の
著
し
き
季
節
的
下
落
を
生

せ
さ
る
を
得
な
い

此

の
如
き
米

の
需
供

の
関
係
よ
り
し
て
通
例
我
國

の
米
債
は
十
二
月
乃
至

一
月
中
に
最
低
位
を
示
す
こ
と
ε
な

っ
て
居

る
。
此
最
低
位
は
當
牧
獲
年
度
に
於
け
る
米
償

の
出
獲
黙
叉
は
産
れ
値

ご
見

る
へ
き
も

の
て
あ

っ
て
.
爾

後
漸
次
に
米
領
の
騰
貴
す
る
程
度
は
、
米

の
保
存
に
要
す

る
金
烈

倉
敷
料
、
減
量
攣
質
等

霧

臆
の
増
加
に
略

ほ

「
致
す
る
。
然

る
に
新
穀

出
盛
り
期

に
於
て
酒
造
禁
制
に
由
り
需
供

の
均
衡
か
破

れ
把
爲
め
、
特
に
此
季
節

の

一
米
贋
を
下
落

せ
し
め
た
場
合
に
は
、
需
供

の
均
衡

の
恢
復

せ
ら
れ
だ
其
後
の
米
償
の
騰
貴

の
割
合
か
上
述

の
も
の　

.

よ
り
大
と
な
9
、
之
か
爲
め

一
年
度
を
通

し
て
別
段
に
米
贋
の
下
落
を
見
さ
る
結
果
と
な
ら
さ
る
や
の
靡
問
か
起

る
て
あ
ら
う
。併
し
乍

ら
酒
造
禁
制
の
矯
め
新
穀
期
に
於
て
米
贋
か
特
別
に
下
落
す
る
も
、
酒
造
よ
り
解
放
せ
ら
れ

.

π
米

の
全
部
か
直
ち
に
此
季
節
内
に
滑
費
せ
参
れ
る
㊨
て
威
な
い
。
米
領
か
下
れ
ば
飯
米

の
清
費
も
或
程
度
ま
て

…
増
加
す
る
が
、
併
し
供
給
過
剰

こ
な
っ
た
米

の
主

な
る
部
分
は
農
民
ご
米
商

ご
の
手
許
に
停
滞
し
、
又

一
小
部
分

.

は
滑
費
者

の
手
許
に
も
停
滞
し
て
當

に
其
後

の
米
儂
を
腰
遣
す
る
の
て
あ

る
。
此
外
飯
米
取
引
に
付
て
は
下
の
如
.

時
事
問
題

.米
償
ミ
酒
造
制
限
こ
の
駒
係
.

第
八
巻

(第
三
號
.
九
七
)

三
九
「

、



時
事
問
題

来
便
ピ
酒
造
制
限
ミ
の
關
係

、

」

第
八
巻

(第
三
號

九
八
V

三
九
二

き
特
別
の
市
場
.心
理
の
作
用
か
あ

る
か
ら
、

「
牧
獲
年
度
に
於
け
る
氷
償
の
出
獲
黙
叉
は
縢
れ
値
か
低
く
な
れ
は

其
後

の
米
償
も
情
勢
的
に
低
位
を
保

つ
の
傾
向
か
強

い

飯
米
に
勤
す
る
需
用

は
甚
π
弾
力
性
に
飲
け
て
居

る
。
即
ち

】
般
消
費
者

は
或
分
量
ま

て
は
殆
ん
ご
償

の
高
低

を
問
は
す
し
て
之
を
得
ん
と
す
る
に
反
し
、
其
れ
以
上

の
米
か
供
給
せ
ら
れ
授
な
ら
は
、
非
常

の
廉
償
に
あ
ら
さ

一
れ
は
之
を
需
用
し
な
い
。
故

に
米

の
取
引
は
弾
力
性

の
強
き
普
通
商
品

の
取
引
に
比
し
て
人
心

か
特
に
鋭
敏
て
あ

る
。其
結
果
饗
方
買
方

ご
も
に
取
引
上
少

し
く
自
己
の
地
位
に
不
利

の
事
情
か
起
れ
ば
、
其
取
引
態
度

か
非
常

に
軟

弱
と
な
る
に
反
し
、
少
し
く
有
利
の
事
情

か
起
れ
ば
非
常

に
頑
張
と
な
る
の
傾
向
か
あ

る
。
加
ふ

る
に
米

の
供
給
潜

血
る
農
民

は
取
引
者

こ
し
て
は
最
も
幼
稚
な
も

の
て
あ

っ
て
、
客
蜆
的
に
.需
用
供
給
の
状
懸
を
打
算
す
る
よ
り
も

.

主
観
的
に
自
己
の
射
的
地
位
の
張
弱

に
由
り
取
引
上
の
態
度
を
左
右
せ
ら
る
る
こ
ご
か
強
い
。
暴
れ
或
年
度
に
米

.

儂
か
騰
貴
し
投
.鯛
め
農
民

の
財
力
か
張
固
こ
な
れ
は
、
次
年
度
に
は
李
年
作
て
あ

っ
て
も
米
償
は
依
然
騰
貴
を
持

噛

し
、反
射
の
響

に
は
下
落
を
藩

ず
る
ご
・耳
ふ
か
㌍

、米
禦

特
・
・
大
・
・
惰
蓼

有
・
、
所
謂
濤

三

羅

債
三
年
の
諺
笙

す
・
窒

つ
た
所
以
て
あ
る
。
米
禦

砦

如
南

讐

有
す
る
こ
譲

、
響

「
童

至

改
年
婁

の
間
に
於
て
見

る
の
み
な
ら
す
、

一
年
度
内

に
於

て
も
窺

せ
ら
れ
る
も

の
て
あ
駕

・帥
ち
監

】

疲

か
其
所
粟

の
大
落

部
分
を
萱
整

さ
る
を
得
さ
る
数

期
に
於
て
米
禦

高
き
暮

は
、
農
民

の
財
力
か

…
特
に
強
固

ε
な
る
か
ち
其
後

の
萱
出
に
付
て
も
大
に
強
硬

の
態
度
を
探

る
に
反
し
、
最
初

の
米
.償
か
低
き
ご
き
は

.

著
し
く
其
財
力
か
傷
け
ち
る
る
爲
め
に
、
其
後
の
取
引
態
度
も
常

に
軟
弱
ご
な
ら
さ
る
を
得

な
い
。
伺
ほ
農
民
か

奮

董

の
米
を
冒

す
襲

期
に
於
莱

償
2
尚
建

低
嚢

は
・
餐

の
金
轄

場
に
於
け
る
信
用
の
轟



…
に
重

大
の
關
係
を
有
す
る
。
故
に
酒
造
禁
制

に
由
り
此
時
期

分
米
贋
か
特
に
低
く
な
れ
は
.
農
民
は

一
年
を
通
し

…
て
金
融
の
便
を
得

る
に
不
利
巳
な
る
か
ら
、
其
後

の
費
出
に
付
て
も
常
に
軟
弱
こ
な
ら
さ
る
を
得
な
い
の
て
あ
る

次
に
酒
造
業

の
米
に
封
ず
る
需
用
は
特
に
上
等
米
に
多
き
こ
ご
を
特
色
こ
す
る
。
此
蕪
か
米
償
に
如
何
な
る
影

響
を
及
ぼ
す
や
ご
云
ふ
に
。

一
般
脛
濟
界

の
特
別
に
好
景
氣
な
る
爲
め
上
等
米

の
需
用

の
腓
に
-強
く
な

っ
た
場
合

を
除
き

一
般
に
云

へ
は
、
米
贋
か
騰
貴
す

惹
ほ
こ
上
等
米

の
需
用
が
減
し
て
下
等
米
か
強
く
需
用
せ
ら
れ
、
.之
か

爲
め
米
領
騰
貴
の
際
に
は
上
等
米
よ
り
も
下
等
米

の
騰
貴

の
割
合
が
大
ε
な
る
。
帥
ち
其
米
領
騰
貴
を
解
剖
す
れ

は
上
等
米
よ
り
も

一
層
多
く
下
等
米

の
騰
貴
に
出
て
成
立
し
て
居

る
。
故

に
米
贋
騰
貴

の
際
に
酒
造
を
禁
制
す
れ

は
需
用
の
比
較
的
に
少

な
き
上
等
米

の
供
給
を
増
加
す
る
こ
ご
ε
な
る
か
ら
、
之
か
爲
め
に
米
償
を
引
下
げ

る
カ

一
か
幾
分
か
減
殺
せ
ら

る
る
こ
ご
は
之
を
認

め
ね
は
な
ら
ぬ
。
併
し
此
事
た
る
酒
造
禁
制

の
豫
足
せ
ら
れ
な
か

つ
な

場
合
に
付
て
云
ふ
の
て
あ
る
が
、
若
し
豫

し
め
此
禁
制
か
決
定
せ
ら
れ
て
あ
る
な
ら
は
、
農
民
鶴
牧
穫
か
割
合
に

.

少
な
く
て
償

の
騰
貴
か
割
合
に
低
き
上
等
米
よ
り
も

一
層
有
利
以
る
中
下
等
米
を
多
く
生
産
す
る
こ
ご
こ
な
る
。

米

贋
騰
貴
を
防
か
ん
ε
す
れ
は
米
の
品
質

の
改
良
よ
り
も
其
数
量

の
増
加
を
必
要

と
し
.
叉
農
民
も
敏
.量
増
加
を

丁
金
手

　

の
て
　

が
、
酒
造
箭

姦

・
・
決
看

て
置
・
・
此
棄

實
現
・
蔓

・
暴
れ
予
薬

一
年

の
米
作
に
着
手
す
る
に
先
ち
今
旦
よ
り
次
年
度

の
酒
造
制
限
を
豫
定
す

へ
し
ε
主
張
す
る
理
由
の

「
て
あ
る

最
後
に
法
律
に
由
り
酒
造
制
限
を
行
ふ
だ
場
合

に
、経
済
界
か
特
に
不
景
気
に
あ
ち
さ
れ
は
酒
償
か
騰
貴
す
る
・

一
只
な
酒
造
を
五
割
制
限
す
れ
は
酒
贋
も
五
割
の
騰
貴
を
寫
し
、
之
か
駕
め
酒
造
業
者
か
同

一
⑳
萱
上
金
頻
を
得

る

…
か
如
き
結
果
と
な
る
の
は
特
別

の
好
景
氣

の
場
合
に
限
ら
る
る
こ
と
て
あ
っ
て
、
普
通

の
場
合
に
は
非
必
要
品
た

一
時
箏
問
題

来
但
ピ
酒
造
制
限
ピ
の
関
係
」

第
八
巻

(第
三
號

九
九
)

三
九
三

ρ



時
謁

題

護

、、酒
蕩

限
あ

關
係
,

第
翁

(第
三
號

δ

。
)

三
九
四

,

…る
蓼

騰
貴
馨

箕

供
給
減
劣

割
合
ポ

駈
幾
・
・
小
秀

て
　

う
・
併
レ
舞

舞

私
昏
澄

…
り
見
れ
ば
酒
造
制
限
に
由
り
、
共
生
窮

の
最
大
醤

蒼

酒
需

原
料
米
及
餐

か
減
少
す
る
割
合
よ
.り
も
・

講

上
金
、阿
の
減

劣

割
合
か
遙
か
に
小
廷

・
。
故
箇

定
某

某
募

絡
碧

計
芒

て
も
萎

費
濁

す

一
。
敬
盆
祭

増
加
す
る
の
み
な
ら
す
、
酒
造
制
限

の
程
度
に
し
て
三
.分
の

夏

は
二
.分
の

「
に
止
急

な
ら
は
・

液

盆
金
額
も
嘉

す
・
て
あ
ら
う
。
整

鍵

制
限
を
行
ふ
高

聴

酒
造
讐

増
加
を
行
は
さ
る
に
於
て
は
・

酒
造
家
か
米
を
買
入
る
る
に
方

っ
て
高
償
を
梯
ふ
こ
ご
を
厭
は
な
か
ら
、
自
然
に
酒
造
栄

の
買
入
か
米
償
を
強
く

一
煽

る
。
危
険
か
あ
る
。
是
鑑

磐

引
下
・
為

詮

酒
造
制
撃

行
ふ
・
方
・
て
は
・
回
覧

酒
造
撃

引
上

天

る
の
必
要
あ
・
凱

・
あ
・
、
謙

酒
造
制
磐

回
覧

酒
澆

・
譲

に
引
上
く
れ
は
・
讐

財
政
去

理

由
よ
り
酒
造
高
の
再
ひ
増
加
す
・
の
危
険
を
防
ぎ
、
以
て
禁
酒
の
理
想
に
近
つ
産

有
利
て
あ
る
こ
ε
は
・
璽

本
誌

に
論
し
た
如
く

て
あ

る
。

…
三

・

ゴ

酒
造
禁
制
粂

償
抑
制

の
螢

あ

る
こ
・
は
、
上
述

の
和
ぐ
て
あ

・
か
ら
、
予
輩
経

年
糞

動

の
起

つ
蔭

,

に
、
政
府

か
薯

・
本
年
度

・
酒
造
・
制
限
す
る
こ
蕃

澱
・
・
宣
享

・
の
必
要
采

誌
・
於
て
護

レ
だ
・

顯

鍵

賑
蕪

辞
"輪

難

馨

鈴

雛

賜髭

乏

制
聾

行
・
響

・
逸
し
投
。
併
・
予
輩
量

・
飯
米
趨

・
去

り
し
て
も
更
・
明
年
度
の
酒
造
制
限
の

必
要
。
認
め
暑

て
あ
っ
て
.
其
必
警

・
署

呆

年
之
を
必
饗

し
連

曲
・
共
通
の
も
の
も
あ
る
か
ら
・
.



先

つ
本
年
豪

必
警

し
姦

曲
蓬

へ
ん
に
、
此
制
限
に
由
り
上
述
の
如
く
沓

の
騰
貴
を
防
あ

外
・
更
に

考
ふ

へ
き
黙
は
本
年

の
飯
米
問
題
の
解
決

の
矯
め
に
は
成

る
へ
ぐ
多
量

の
外
米

を
輸
入
せ
ね
は
な
ら
諏
。
然

る
に

.

英
佛
最

っ
て
も
米
は
植
民
地

の
秩
序
を
維
持
す
る
に
必
要
て
奮

・
叉
植
民
地

に
輸
出

の
勢

か
あ
れ
は
乞
を

廠

洲

麺

遽
し
、
自
國
の
秩
序
羅

持
す
る
爲
め
に
も
、
大
陸

の
混
乱
を
恢
復
す
る
爲
め
に
も
必
要
て
あ
る
・
故
に

毯

か
砦

如
き
窃

粟

裏

膠

向
っ
て
献酬
李

・
に
は
、
先
童

謡

腎

身
か
充
分
の
節
約
を
行
・
.ね

は
な
ら
ぬ
。
世
界

の
交
明
國
底
か
翠

っ
て
飲
酒

の
禁
止
叉
は
節
約
を
行

ふ
て
自
国
の
食
料
の
不
足
を
防
ぎ
、
又
進

「ん
姦

洲
大
陸
飢

餓
。
瞥

ん
身

力
・
つ
つ
あ
る
言

・
於
・
、
我
国
省

國
・
聚

・
歪

・
明
白
な
・

一
に
係
は
ら
す
其

】
大
部
分
を
酒
造

の
爲
め
に
濫
用
し
、
更
に
友

國
に
向

っ
て
貴
重
な
る
米

の
分
配
を
要
求
す
苔
こ

一
ご
は
甚
六
阯
つ
へ
き
て
あ
る
。
又
綴
り
に
英
佛
か
相
當

の
外
米

の
分
配
を
承
認
す
る
こ
も
.
,軍
に
之
に
出
て
本
年

一
度

の
飯
米

の
調
節
を
充
分
に
行
ふ
こ
ε
は
不
能
て
あ

る
か
ら
、

一
面
に
国
民
か
大
な
る
決
心
を
以
て
日
本
米

の
節

約

薬

用
。叩
の
消
費
を
行
は
ね
は
な
ら
塗

然
る
に
飯
米
問
題
の
解
決
に
付
て
砦

如
幽

民
を
緊
張
せ
し
め
か

～
ご
す
れ
は
、
先

つ
政
府
か
財
政
上

の
犠
牲
を
忽
ん
で
酒
造
制
限
を
断
行
す
る
こ
と
に
由
り
其
決
心

の
在

る
所
を
示

さ
ね
は
な
.ら
ぬ
。
政
府

か
自
由
に
酒
造

す
る
こ
ご
を
許
る
す
ご
き
は
、
国
民
は
飯
米
問
題

の
解
決
に
付
て
政
府
に

何
等
か
の
成
算
か
あ
り
、
特
に
外
米
支
那
米
の
輸
入
に
付
て
確
乎
起
る
成
算
か
あ
る
も
の
の
如
く
信
ず
る
か
ら
、

.

日
本
米
節
約
に
付

て
も
自
然

に
緊
張
し
な
い
。

、

.

本
年

の
酒
造
制
限
は
不
幸
に
し
て
貴
行
の
機
會
を
失

つ
な
が
、
明
年
度
は
是
非
共
制
限
を
貴
行
せ
ね
は
な
ら
ぬ
。
.

…
酒
造
制
限
問
題
に
付
て
予
輩
は
軍
に
之
を
飯
米
問
題

の
上
よ
り
見
て
明
年
限
り
に
止
め
す
、
今
後
年
々
制
限
を
大

時
藩

題

議

.、酒
造
制
限

あ

關
係

莫

巻

(
第
三
惟

一
。

一
)

.
三
九
五
.

'

ダ

、

噛



…

肇

腰

米
側
`
酒
箭

限
ぐ、
の
關
係

第
翁

(第
三
號

一
。
二
)

三
九
六

逸

し
て
、約
+
年
後
に
は
我
国
を
禁
酒
国
手

る
こ
暴

、
審

問
題
及

一
般
羅

問
題
の
饗

上
必
要
て
あ
り
・

取

此
制
限
は
盆

年
々
人
日
の
嬬

鋲

・
養

料
綴

・
解
決
・
・
有
利
・
あ
・
・
信
・
・
か
・.此
禁
酒
呈

書

付
て
卑
見
を
述
ふ
る
こ
護

憲

他
日
に
譲
り
、
讐

目
下
の
飯
米
問
題
の
上
よ
り
見
る
に
・
難

度
の
酒

[

蕩

撃

墜

す
る
こ
と
は
歪

度
及
明
年
度
・
氷
霧

篁

必
要
・
あ
・
・
而
・
て
特

限
聾

行
ず
る
に
は

一

癖

。
酒
造
磐

増
加
す
る
の
董

あ
・
・
前
・
述
へ
・
糾

・
あ
・
か
・
、
姦

の
議
會
に
於
て
蕎

限
語

一
視
ご
を
決
定
せ
ね
は
な
ら
ぬ

霧

年
の
酒
造
制
緊

本
年
・
繁

問
題
の
解
決
に
必
要
・
・
蟹

・
盟

・
玄

・
は
晃

・
本
年
・
繁

の

需

供
の
前
途
薯

へ
ね
は
な
島

。
本
年
國
民
か
酒
造
制
限
其
他
の
節
約
を
行
は
す
し
て
・
專
は
ら
移
更

米
に

依
頼
せ
ん
ε
す
れ
は
、
朝
鮮
憂
濁
よ
り
三
百
萬
石

の
移
入
か
あ
ろ
注
し
て
此
外
に
山
ハ
七
百
萬
石
の
外
米
を
輸
入
し

.

充
.芝

を
低
廉
な
ら
し
め
て
其
需
用
を
喚
起
す
る
高

覧

、
此
豆
類
の
鍵

な
・
外
米
の
輸
入
販
萱
に
由
り
日

案

を
適
度
に
下
落
せ
し
め
、
講

壇
の
危
険
時
期
に
も
警

砦

の
辮

米
を
園
内
獲

存
せ
し
め
て
此
期

に
於
け

る
配
給

の
梗
塞
を
防
か
ね
懲
な
ら
ぬ
。
然
る
に
垂
濁
は
米
償
騰
貴

の
爲
め
既

に
輸
出
制
限
を
行
ひ
し

の
み

な
ら
す
、
内
地

に
劣

ら
さ
る
米
償
騰
貴
を
示
し

つ
つ
あ

る
所
の
朝
鮮
も
、之
を
断
行
す
る
こ
ε
昨
年
の
端
境
に
於
け

一
る
か
和
姦

・
か
も
知
藍

.
馨

へ
此
.の
如
き
制
限
を
行
は
憲

も
、
内
地
高

捲

朝
鮮
に
農

民
の
費
惜

み

か
強
姦

っ
て
居
・
か
ら
、
世
人
の
期
待
す
・
か
聖

二
百
撃

薯

の
内
地
移
入
を
見
・
蹟

ふ
る
困
難
て

あ

る
。廊

米
支
那
秀

輸
入
に
付
て
は
何
人
も
叢

量
を
豫
恕
し
得
さ
る
所
で
あ
・
が
・
四
園
の
献
呪
よ
り
推
し

髭

四人
。
欝

ぞ

之
・
期
待
・
・
を
得
毯

.
砦

如
牽

巌

暑

上
・
・
見
・
・
葉

・
歪

・
補
審

「



甚
畿

難
て
あ
・
が
、
更
に
大
な
・
肘
難
姦

す
る
は
米
儂
の
甚
蕎

き
こ
ご
て
あ
・
・
米
の
需

牧
嬰

は
管

響

云

へ
る
最
後
手
撃

行
ふ
ご
達

し
て
も
、本
年
は
昨
年
以
⊥
に
其
貴
行
か
困
難
て
あ
る
・何
業

れ
は
本
年

.

は
農
民

「
般
就
中
中
小
農
か
多
く
米
を
資
出
す
新
穀
期
に
於
て
、
米
贋
か
殆
ん
と
昨
年
に
倍
す
る
高
位
.を
保
ち
、
・

…
加
ふ
る
に
中
小
艇
長

の
多

《
従
事
す
る
所

の
副
業
副
産

の
牧
人
も
甚

六
大
て
あ
る
。
故
に
時
日

の
脛
過
す
る
に
從

ぞ

例
年
桑

の
所
薯

か
少
警

大
地
素

水
募

み
寒

・
か
爲
め
・
強
制
牧
用
の
實
行
も
容
曼

な
る
の

[

て
あ
る
が
、
本
年
は
米

の
所
者
…か
八熊
蟹

の
中
小
農
民
の
問
に
も
分
散
せ
ら
れ
、
即
ち
此
等
.小
所
有
者
も
萱
惜

み
を

'　

㎝
行
ふ
の
實
力
者

・
、
之
か
響

に
讃

の
騰
貴
を
甚
し
聾

し
む
・
高

麗

・
強
制
牧
用
の
蛮
行
を
困
難

一
ら
し
め
、
加
ふ
る
に
資
力

の
人

な
る
工
場
主
其
他
の
大
消
費
者
も
私
か
に
買
溜
め
を
行
ふ
て

一
般
消
費
者

に
謝
す

」
る
市
場

の
供
給
を
盆
不
足

せ
し
む
る
傾
向
か
あ
る
。
例
年

は
相
當
に
大
量
の
古
米
か
農
民

の
手
に
停
滞
レ
て
其
萱

　
憎
み
を
牽
制
し
た
か
、
本
年
度
は
古
米

の
残
存
か
皆
無
せ
云
ふ

へ
き
歌
態
て
あ
る
か
ら
、
今
後
農
民
か
大
に
萱
惜

一
を
行
ふ
も
、
例
年

の
如
く
農
民

の
手
に
多
大

の
停
滞
米
を
生
し
て
其
賣
れ
口
に
什
き
不
安
を
威
せ
し
め
る
か
如
き

嘉

賓
も
起
ら
な
い
。

此

の
如
き
需
供
状
態
の
下
に
於
て
は

}
般
消
費
者
か
日
本
米
節
約
に
付
て
確
固
た
る
決
心
を
爲
し
、
若
し
幸
に

.

し
て
外
米
か
相
當
に
輸
入
せ
ら
れ
π
な
ら
は
大
に
之
を
清
費
し
、
叉
不
幸

に
し
て
外
米
輸
入
か
不
充
分
て
あ
れ
は

.

他

の
代
用
食
品
を
消
費
し
、
以
て
農
民

の
賞
怯
み
に
対
抗

す
る
に
現
實
の
需
用
の
減
少
を
以
て
せ
ね
は
な
ら
臓
。

…
之
高

箆

鷺

は
外
米
管
理
を
行
ひ
て
、
出
來
得
・
限
り
多
書

之
を
葵

し
、
特
経

年
の
如
く
飯
米
配
給

…
の
梗
塞
の
爲
慈

慌
電

場
呈

す
・
の
危
撃

起
れ
は
、
直
・
に
巷

得

畢

・
粟

・
瘍

・
放
出
↓
て

時
事
問
題

米
偵
ピ
酒
造
制
限
ピ
の
關
係
.

第
八
巻

(第
三
號

一
〇
三
)

三
九
七
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…
時
事
問
題

米
償
ぐ㌧
酒
造
制
限
ぐ、
の
關
係
.

第
八
巻

(第
三
號

一
〇
四
)

三
九
八

瀧

。
撃

を
.防
止
せ
凝

。
鼠

.
傍
。
外
姦

人
か
多
大
な
る
こ
妄

期
待
・
難
房

み
賛

す
、
本
年
の

一
天
候
か
不
幸

に
し
て
米
作
上
木
更

と
な
る
こ
と
あ
れ
は
、
相
當
の
外
米
輸
入
か
あ

っ
て
も
米
贋
の
更

に
騰
貴
す
る

…
こ
ご
を
防
く
を
得

な
い
。
然
る
に
今
日
よ
り
明
年
度

の
酒
造
を
制
限
し
、
例

へ
は
之
を
牢
減
す
る
こ
ご
を
豫
産
す

.

れ
は
本
年
の
天
候
ご
米
作

の
良
否
に
係
…は
ら
す
、
酒
造

を
制
限
し
だ
丈
け
の
米

の
供
給
増
加
を
国
民
に
保
讃
す
み

一
こ
こ
と
な
り
、
之
か
p傭
め
大
に
農
民

の
費
憎

み
の
無
勢
を
挫
く
こ
ご
か
出
来

る
。

次
に
明
年
度
の
飯
米
政
策
土
何
故
に
酒
造
制
限
を
必
要
.こ
す
る
や
ご
云
ふ
に
、
最
初
に
諭
せ
し
「如
べ
我
国

の
米

傾

の
高
低
は
必
し
も
牧
穫

の
増
減
ご

一
致
せ
す
し
て
頑
張
な
る
惰
勢
を
示
す
も
の
て
あ
っ
て
、
成
年
に
高
低
を
初

一
め
な
栄
漬
か
翌
年
直
ち
に
反
封
の
趨
勢
を
呈
す
る
か
如
き
は
稀
有

の
例
外
に
属
す
る
。
戦
争
以
来
の
諸
物
慣

の
騰

　
貴
に
比
し
て
米
償

か

一
層
人
な
る
騰
貴
し
初
め
だ
の
は
陀
年

の
端
境
近

く
て
あ

っ
て
瓢
今
年

の
農
民

の
財
力
關
係

一
よ
り
見
れ
ば
明
年
も
此
騰
貴

の
情
勢

か
織
綾
ぎ

も
の
ε
し
て
飯
米
政
策
を
立
て
ね
は
な
ら
ぬ
・
特
に
世
界
的
食

、

.

物
缺
乏
の
状
態
は
本
年
を
以
て
終
る
&
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
.
駄
洲

の
穀
倉
な

る
露
国
の
秩
序
棄
齪

の
現
状
よ
ゲ
推

せ
ば
、
本
年
同
國

の
農
作
は
充
分
に
行
は
れ
難
一
、
濁
填
其
他

の
大
農
産
國
に
於
て
も
農
。作

の
恢
復
は
望
ま
れ
な

い
。
果
し
て
然
ら
ば
明
年
我
来
演
か
騰
貴
を
罐
織
す
る
こ
ご
に
射
し
、
多
量

の
外
米
か
低
廉

に
入
り
來

っ
て
之
を

　抑

制

す
る
旨

も

期
待
し
讐

。

.

.

.

'

従
来
米
領
騰
貴

の
情
勢
か
挫
折

し
て
下
落

の
情
勢
に
籍
す
る
の
裡
路
を
見

る
に
、
米
債

の
騰
貴
か
消
費
者

の
節

一
約
を
生
す
る
せ
同
時

に
、
外
米
輸
入
の
増
加
を
促
し
、
之
か
爵
め
農
民
の
貯
藏
米
か
逐
年
累
積
停
滞
し
つ
つ
あ
る

…
に
際

し
て
特
別
の
豊
作
か
來
り
、
其
結
果
農
民

の
頑
張
な
る
態
度
か
急
憂
し
て
殆
ん
ご
恐
慌
的
に
軟
弱

ご
な
る
こ

6

職



　
ご
を
常
ε
す
る
の
て
あ
る
。
然
る
に
本
年

の
米
作
か
假
り
に
六
千
萬
石
以
上
の
大
豊
作
ご
な
る
こ
ε
か
あ

っ
て
も

農

民

の
手
許
に
は
其
婆

を
生
せ
し
む
・
か
如

・
停
滞
米

は
生
し
な
い
.
故
に
明
年

鑑

境
に
至
れ
ば
再
ひ
残
存

茶

稀
小
な
・
爲
め
に
米
贋
の
墨
筆

隼

・
の
危
険
か
…

国
民
か
端
蓼

塞

に
難

ず
る
爲
め
に
は
少

㎝
く
ξ

一
ヶ
月
の
婆

長
箱

挙

る
停
滞
氷
の
残
存
を
要
す
る
。
吾
人
は
職
露

來
四
年
間
斬

髪

叢

に

暫

て
米
磐

窮

に
磐

か
つ
鶏

詮

、
其
饗

・
大
量

加
す
る
高

雅

外
米
の
葵

を
減
し
・
之
か

.

爲
羨

毒

素

農

ひ
込
ん
・
、
筆

墨

・
殆
ん
芝

茎

減
せ
・
・
甕

・
・
端
誉

入
っ
て
醗

的
相

場
を
生
し
参

て
あ
・
。
本
年
の
米
作
か
如
何
に
豊
作
.叢

っ
て
も
、
些

回
の
豊
作
に
由
り
明
年
の
需
用
を
充

　
足
し
茎

に
、
警

砦

の
残
存
米
星

・
で
明
年
饗

最

引
を
圓
環

ら
レ
む
・
量

る
こ
農

容
易
に
想

康

せ
ら
れ
な
い
。
暴
れ
明
年
度
も
繁

肇

上
よ
り
酒
造
制
限
を
必
要
宇

島

以
て
あ
・
・
若
・
本
年
の
米
作

か
六
千
吾

碧

雲

ふ
か
智

異
常
盤

島
作
差

つ
た
な
ら
は
、
讐

繁

政
策
上
よ
り
見
れ
鐘

定
の
酒
造

.

制
限
を
端
境
後
に
於
て
塵
止
す
れ
は
足

る
の
て
あ
る
。
只
な
予
輩
は
本
年
よ
り
直
ち
に
酒
造
制
限
に
着
手
し
て
十

年
後
に
は
酒
造
全
禁
裏

現
す
る
忌

を
璽

す
る
。
固
よ
り
砦

如
き
酒
造
制
限
か
誓

將
來
に
大
豊
作
轟

合
し
て
米
償
暴
肇

集

る
こ
譲

想
像
し
得

・
所
で
あ
る
か
ら
、

一
面

に
は
前
に
本
誌
に
諭
し
た
る
か
如
く
常

年
倉
制
度
を
設
け
ね
は
な
ら
ぬ
。

'

、

●

来
慣
ピ
酒
造
制
限
㌶
の
嗣
孫

弟
八
巻

(第
三
號

一
〇
五
)

三
九
九


